
  第３４都市公園等コンクール (一社)日本公園緑地協会会長賞 受賞作品の概要   

特定テーマ部門 （多様な主体の新たな参画・協働による都市公園等）

 受賞作品：まちづくり団体と連携した新たな公園づくり 

 対象施設：荒井東１号公園  

 所 在 地：宮城県仙台市 

 受賞団体：仙台市、一般社団法人荒井タウンマネジメント 

荒井東１号公園は、地下鉄東西線の荒井駅に位置

し，都市再生特別措置法を活用した全国初のスポー

ツ施設がある公園である。その整備・運営を組合や

企業などにより構成された（一社）荒井タウンマネ

ジメントが行い、常に地域と協働しながら継続的に

発展していく公園整備マネジメント手法を用いた公

園であることが評価された。 

    第３４回都市公園等コンクール 審査委員会特別賞 受賞作品の概要     

設計部門 

 受賞作品：数寄屋橋公園のリノベーション 

 対象施設：数寄屋橋公園 

 所 在 地：東京都中央区  

 受賞団体：株式会社石勝エクステリア、東急不動産株式会社、株式会社日建設計、 

      清水建設株式会社 

銀座に位置する数寄屋橋公園の南側エリアのリニ

ューアル整備計画である。計画地は、歴史的なモニ

ュメントや銀座という立地条件を活かした効果的な

利用が為されていない状況にあった。そこを、街の

ゲートとして、様々な目的を持った人が気持ちよく

憩い、賑わい溢れる場所につくり変えた設計が評価

された。 

管理運営部門 

 受賞作品：未病改善を目指すヘルスケアパーク 

 対象施設：神奈川県立おだわら諏訪の原公園 

 所 在 地：神奈川県小田原市 

受賞団体：おだわら諏訪の原公園パートナーズ 

本公園は神奈川県が進める未病改善の場「ヘルス

ケアパーク」に位置づけられており、プログラムと

して、「ラジオ体操」の実施回数10万回を目標とし

た。継続的なプログラム運営等を実施し、12万回を

達成したこと、それにより、公園で日常的に運動す

る公園利用者が多く見られるようになったことが評

価された。 


